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1.緒 言

最近、青少年たちを取 り込むカル ト集団の話題がマスコミ等 をにぎわしている。 とりわけ高学

歴 にある青年たちのカル ト集団への傾倒 も大 きな話題 となった。大学 という場での青少年の非合

理現象信奉 に関する基礎的資料の蓄積 とその分析は必要な作業といえるであろう。

筆者らは、1991年 か ら大学生の非合理現象信奉に関する幾つかの資料 を蓄積 してきた(例 え

ば、丹治 ・落合 ・渡辺 ・秋山,1991;丹 治,1996;丹 治,1997;丹 治 ・青木 ・吉永 ・井 口 ・野

口,1998;丹 治,1999な ど)。

非合理現象信奉の程度を測定するための代表的な尺度 として、アメリカのTobacyk&Milford

(1983)に よるParanormalBeliefScale(1991年 に改訂版 を発表)を 、また、我が国では、中島 ・

佐藤 ・渡邊(1993)に よる日本版 ・超自然現象信奉尺度 をあげることができる。Tobacykら の尺

度は、7因 子からなる尺度(① 伝統的宗教信念、②超能力、③魔術、④迷信、⑤心霊主義、⑥超

常生命体、⑦予知)で あ り、 また、中島らによる尺度は、①迷信因子、②霊因子、③超能力因子、

④超生命 ・超文明因子の4因 子からなる尺度 になっている。

筆者 らも、大学生の非合理現象信奉に関する研究の一環 として、独自に非合理現象信奉の程度

を測定するための尺度作成 を試みた。本報告では、(1)「 非合理現象信奉尺度(VER.1.0)」 の作

成のプロセスについて報告 し、また、(2)そ の尺度の信頼性 と妥当性に関する幾つかの検討結果

についても併せて報告する。

*本 稿の前半部分は、「非合理的現象信奉に関する研究(1)非 合理的現象信奉尺度(試 作版)の 作成と

青少年の非合理現象に対する態度測定」と題 して、1997年 度文教大学生活科学研究所生活科学研究発

表会(1997年12月19日 ・文教大学)で 発表した。
**文 教大学人間科学部人間科学科

***1997年 度文教大学人間科学部人間科学科卒 ・1998年度文教大学人間科学部研究生 ・(現)日 本大学

大学院文学研究科博士前期課程1年
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2.調 査票の作成

2-1.予 備質問票の作成

男女大学生14名 ・大学院生3名 ・教員1名 の合計18名 で、非合理的な事柄に対する態度につい

ての意見項 目を出 し合 った。た とえば、「幽霊 の存在 を信 じている」、「星 占いを信 じてい る」、

「茶柱が立つ といいことがある気がする」 といった意見項目である。意見項目提出の際には、生

活の中に慣習化 している行事等以外の宗教 ・信仰 に関する項 目は除外 したが、その他 に特別な制

限は設 けなかった。その結果、219項 目の意見項目が提出された。その後、重複項目等の削除や

文章の調整等 を行い、最終的に115項 目を確定 した。回答者の評定には、この115項 目の意見項

目それぞれに、「全 くそうだ」(7点)、 「どちらでもない」(4点)、 「全 くそうではない」(1点)の

7段 階で評定する7件 法を採用 した。その後、表紙に 「超常現象等に対する態度測定」 というタ

イ トルを冠する予備調査票 を作成 した。

2-2.予 備調査期間 と調査対象者

予備調査 は1997年7月11日 から同年10月29日 までの期間に実施 した。調査対象者は、高校生

以上(15歳 以上)で 上限の年齢を30歳 程度 までとした。調査票 は430部 配布 して234部 を回収 し

た。回収率 は54.4%で あった。回答者の性別 ・年齢等を表1に 、 また、回答者の属性等 を表2に

示す。回答者の平均年齢は男性21.9歳(標 準偏差二2.7)、女性20.8歳(標 準偏差=3.5)で あった。

表1.回 答者の性別 ・年齢 ・人数など 表2.回 答者の属性と人数

年齢 15才 一20才21才 一40才 合 計

男性

女性

不明

25名50名75名

76名79名155名

一 一4名

合計 101名129名234名

男性 女性 合計

高校生 1名30名31名

専門学校生 2名2名4名

大学生 38名79名117名

大学院生 14名2名16名

社会人 9名31名40名

その他 11名11名22名

不明 一 一4名

合計 75名155名234名

2ー3.予 備調査結果の概略

(1)結 果処理

予備調査結果の分析の対象にしたのは、回収 した234名 分のデータのうち、無効回答票37名 分

を除いた197名 分のデータである。

ここで扱 う総得点 とは、115項 目それぞれに割 り振 られた1点 から7点 までの評定尺度値 を合

計 した値である。7段 階評定質問票の115項 目であるので、非合理現象 に対 して最 も否定的な意

見 ・態度 をもっていれば、1点 ×115項 目の115点(下 限点)、 最 も肯定的であれば、7点 ×115項

目の805点(上 限点)の 得点分布 になる。中間点は、4点 ×115点 の460点 である。
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(2)予 備調査結果

表3に 、予備調査で用いた質問項目115項 目の総得点の基礎統計量を、また、図1に その度数

分布図をしめす。平均得点は、7段 階評定の中間点(460点)よ りも、やや低い423.28点 であ り、

平均点を中心 とした正規分布型の得点分布 を示 した。

表3.予 備調査結果に関する

基礎統計量

人数 197名

平均値 423.28点

標準偏差 102.29点

最大得点 676点

最小得点 175点

図1.115項 目総得点 の度 数分 布 図(115点 一805点)

3.非 合 理現 象 信 奉 尺度(VER.1.0)の 作 成

次に、予備調査で用いた115項 目を用いて因子分析等によって項 目を絞 り込み、「非合理現象

信奉尺度(VER.1.0)」 を作成することに した。

3-1.「 天井効果項目」 と 「フロア効果項目」の削除

まず、115項 目の平均値 と標準偏差 を算出 し、 さらに各項 目の平均値 ±標準偏差を算出 した。

平均値+標 準偏差の値が尺度上限値である7.00を 越 えた項 目は 「天井効果項 目」 として、また、

平均値 一標準偏差の値が尺度下限値である1.00以 下になった項 目は 「フロア効果項目」 として削

除することにした。その結果、115項 目のうち、4項 目が 「天井効果項 目」 として、また、23項

目が 「フロア効果項 目」として削除され、残 りの88項 目がその後の分析の対象になった。

3-2.因 子分析

上記88項 目を用い主成分分析法 によって因子を抽出 した。その結果、固有値 と項 目の意味合

いから2因 子解 を適当 と判断 した。また、 この2因 子間での相関が高い ことが予測 されたので、

ここで はプロマ ックス回転 よる因子分析 を行った。因子 ごとの各項 目の因子負荷量絶対値が

0.4000以 上になるように項目を削除しなが ら何回かの因子分析 を繰 り返 した。最終的な結果を表

4に 示す。

以上の因子分析 によって88項 目の中か ら、因子1に 属する項目群22項 目、因子Hに 属する項

目群14項 目の計36項 目を抽出することがで きた。 また、各因子 に属する項 目内容の解釈か ら因

子1を 「超常現象信奉因子」、因子Hを 「生活慣習因子」 と命名することとした。
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3-3.上 位下位分析(GP分 析)

以上、因子分析の結果から、表4の36項 目が 「非合理現象信奉尺度(VER .1.0)」を作成する際

の候補項 目となったが、さらに不適格項 目の吟味 を行うために、上位下位分析(GP分 析)を 行

った。

ここでは、234名 の回答者の うち229名 の有効回答者 を対象 に因子別に各被験者の項 目合計得

点 を算出 し、上位得点群57名(上 位1/4)と 下位得点群57名(下 位1/4)を 抽出 した。その

後、1項 目つつの平均値の間に両群の差が見 られるかどうかをt検 定によって検討 した。上位下

位分析(GP分 析)の 結果を表5お よび表6に 示す。

表4.非 合理現象信奉項目に関する因子分析結果(プ ロマックス回転後の因子負荷量)

質 問 項 目 因子1因 子II共 通 「生

049超 能力 者 はい る と思 う 0.80620-0.037750.620006

045.ボ ル タ ーガ イス トは実 際 にあ る と思 う 0.78403-0.165610.508229

008.念 写 が で きる人 はい る 0.75914-0.108150.503319

012.幽 霊 の 存在 を信 じてい る 0.744500.033970.581521

005.透 視 が で きる人 はい る 0.73730-0.143150.455255

031幽 霊 を見 る こ との で きる人が い る と思 … 0.689360.183250.639079

063.前 世 の 記 憶 を持 つ人 た ちは い る と思 う 0.670400.043160.481144

019.手 か ざ しに よる ヒー リ ング(霊 的治療 … 0.64836-0.045360.392102

064.ナ ス カ の地上 絵 は宇 宙人 が描 い た と思 … 0.618200.055570.420694

111.人 形 の髪 の毛 が の びるの は霊 的 な力 に… 0.611860.100500.447884

079.ツ タ ンカ ーメ ンの墳墓 の調 査 に関係 し… 0.606650.106780.446227

099.背 後霊 や守護 霊 は存在 す る と思 う 0.605550.281380.621574

041.ス プ ー ン 曲 げ で 有 名 な ユ リ ・ゲ ラ ー の … 0.59867-0.046100.332073

057.宇 宙 か ら高度 な文 明 を もった生 命体 が … 0.59068-0.061410.315269

053.ミ ス テ リーサ ー クル は宇宙 人が 作 った … 0.590160.064080.391400

021.イ タコ な どに死者 の霊 が の りうつ る現 … 0.586950.012560.352271

025.幽 体 離 脱 を経 験 した人 は い る と思 う 0.566900.217810.496155

036.ピ ラ ミ ッ ドには特別 なパ ワーが あ る と… 0.554010.020850.319278

076超 常現象やオカルト現象には大変興味… 0.549910.038790.325899

071超 能力 は 自分 の 中にあ るが 、開発 され… 0.538960.072210.335823

010.気 功 に はあ る特定 の病気 に対 す る治癒 … 0.499870.020450.260834

114.夢 が現 実 に なるの は予知 能力 の 一つ だ…一 冖 冖 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一______________ 0.483530.269350:440663
一 一 一 一 冖 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_____________

02z.受 験 時 に神 社 にお参 りをす るの はあ た… 一〇.252760 .779810.468719

088.家 を建 て る前 のお は らい は当た り前 だ… 0.036050.688110.500383

017.星 占い で よい こ とが 書 かれ てい る と本 … 0.031900.668540.469958

040厄 年 の お は らい は した方 が いい と思 う 0.035980.663260.465820

037.葬 式 か ら帰 っ て塩 で 清 めない と悪 い こ… 0.000540.655280.429760

016.初 詣 に行 くと、その 年 には良 い こ とが … 一〇.067830.620620.346354

081.結 婚 式 は大安 に した方が いい と思 う 一〇.013380 .610910.364958

004.星 占い を信 じてい る 0.124640.601360.454469

030.茶 柱 が立 つ といい こ とが あ る気 が す る… 0.039720.591970.376258

018.墓 参 りにい か ない人 に は先 祖 のバ チが … 0.043240.590550.376948

006神 社仏 閣の所 有物 を壊 した ら、 たた り… 0.153640.589460.464459

024.縁 起 をか つ ぐ方 であ る 一〇.017070.578540.324811

ono.お 守 りや 護符 には御 利益 が あ る と思 う 0.155870.569630.440335

100.E柩 車 をみ る と親 指 を隠 して しま う 0.000340.439120.192983

因子 問相 関=0.51564
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表5.因 子1「 超常現象信奉因子」項目群(22項 目)の 上位下位分析(GP分 析)の 結果
上位得点群57名 ・下位得点群57名

質問項目

049超 能力者 はい る と思 う

045.ボ ル ター ガイス トは実 際

008.念 写が で きる人 はい る

012.幽 霊 の存 在 を信 じて い る

005透 視 が で きる人 はい る

031.幽 霊 を見 る ことので きる

063.前 世 の記憶 を持 つ人 た ち

019.手 か ざ しに よる ヒー リン

064.ナ ス カの地 上絵 は宇 宙人

111.人 形 の髪 の毛が の びる の

079.ツ タ ンカー メンの墳 墓 の

099背 後霊 や 守護霊 は存 在す

041.ス プー ン曲げ で有名 なユ

057.宇 宙 か ら高度 な文 明 を も

053.ミ ス テ リーサ ー クル は宇

021.イ タ コな どに死 者 の霊 が

025.幽 体離 脱 を経験 した人 は

036.ピ ラ ミ ッ ドには特別 なパ

076超 常 現象 や オカ ル ト現象

071超 能 力 は 自分 の 中 にある

010.気 功 にはあ る特定 の病気

114夢 が 現実 にな るのは予 知

下位群平均得点 上位群平均得点t値 自由度 有意確率

2.04

1.90

1.47

1:83

1.75

2.37

1.84

1.54

1.63

1.56

1.95

1.72

1.37

1.84

1.44

1.65

2.75

2.28

1.70

..

3.32

2.61

5.91

5.25

4.72

6.26

4.91

6.58

5.07

4.33

4.40

5.26

5.25

5.74

3.91

4.41

4.28

4.25

6.00

4.95

・:

5.09

5.54

5.77

14.957

11.566†

14.331†

20.804

11.538

17.206†

11.597†

11.832†

10.441†

12.749†

11.482

17.180

9.970†

8.602

10.932†

9599†

11.404†

8.636

10.102

10.005

8.596†

10.867†

1120.0000

101.720.0000

97.44-0.0000

1120.0000

1120.0000

74.590.0000

99.380.0000

91.900.0000

94.000.0000

104.320.0000

1120.0000

1120.0000

79.350.0000

1120.0000

87.050.0000

97.070.0000

100.710.0000

1120.0000

1120.0000

1120.0000

91.280.0000

95.140.0000

†印はWelchのt検 定 を適用

表6.因 子II「生活慣習因子」項目群(12項 目)の 上位下位分析(GP分 析)の 結果
上位得点群57名 ・下位得点群57名

質問項目

022.受 験 時 に神社 にお参 りを

088.家 を建 て る前 の お は らい

Ol7.星 占い で よい こ とが書 か

040厄 年 のお は らいは した方

037.葬 式 か ら帰 って塩 で清 め

016.初 詣 に行 くと、 そ の年 に

081.結 婚 式 は大 安 に した方が

004.星 占 い を信 じてい る

030.茶 柱 が 立 つ といい こ とが

018.墓 参 りにいか ない 人 には

006.神 社 仏 閣の所有 物 を壊 し

024.縁 起 をかつ ぐ方で あ る

070.お 守 りや護符 には御 利益

100.霊 柩 車 をみ る と親 指 を隠

下位群平均得点 上位群平均得点t値 自由度 有意確率

2.32

3.19

3.26

2.77

2.56

1.86

3.19

2.44

3.26

2.51

2.97

2.97

3.26

1.60

5.68

6.37

6.32

..

6.25

4.97

6.23

5.58

6.46

5.32

6.19

5.67

5.99

4.63

12.755†

11.482†

10.966†

10.264

15.320†

11.915

9.026†

12.675†

11.036†

9.077

12.273†

9.314

9.831†

8.717†

..1..

81.42

87.55

112

97.40

112

103:28

104.59

81.65

112

84.14

112

87.85

84.73

o.0000

0.0000

0.0000

1!111

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

†印 はWelchのt検 定 を適 用
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以上、因子 ごとに上位下位分析(GP分 析)を 行 ったところ、どの項 目も上位得点群 と下位得

点群の間に顕著 な有意差が認め られた。そのため、上位下位分析(GP分 析)か らは 「非合理現

象信奉尺度(VER.1.0)」 を作成する際の候補項 目36項 目すべてが適格項目と判断された。

3-4.項 目全体分析(IT分 析)

上位下位分析(GP分 析)の 結果から、候補項目36項 目すべてが適格項目と判断 されたが、さ

らに不適格項 目の吟味 を行 うために、次 の段階 として項 目全体分析(IT分 析)を 行 ってみた。

ここでは、229名 の回答者ごとに因子別の合計得点(Total)を 算出 し、各単一項目(Item)と の

間でピアソンの相関係数を算出 した。相関係数の低い項 目は不適格項 目と判断 されることになる。

項目全体分析(IT分 析)の 結果を表7お よび表8に 示す。

表7.因 子1「 超常現象信奉因子」項目群 表8.因 子H「 生活慣習因子」項目群
(22項 目)の 項目全体分析(IT分 析)の 結果(14項 目)の 項目全体分析(IT分 析)の 結果

質問項目 ピアソンの

相関係数
質問項目 ピアソンの

相関係数

049超 能力 者 はい る と思 う

045.ボ ル ター ガイス トは実際

008念 写 が で きる人 はい る

Ol2.幽 霊 の存 在 を信 じて い る

005.透 視 がで きる人 はい る

031.幽 霊 を見 るこ とので きる

063.前 世 の記 憶 を持つ 人 た ち

019.手 か ざ しによ る ヒー リン

064.ナ ス カ の地上絵 は宇宙 人

111.人 形 の髪 の毛 が のび るの

079.ツ タ ンカー メ ンの墳 墓 の

099.背 後霊 や 守護霊 は存 在 す

041.ス プー ン曲 げで有 名 なユ

057.宇 宙 か ら高度 な文 明 を も

053.ミ ス テ リーサ ー クル は宇

021.イ タコ な どに死 者 の霊 が

025.幽 体 離 脱 を経験 した人 は

036.ピ ラ ミッ ドには特別 なパ

076超 常現 象 や オカル ト現象

071超 能力 は 自分 の 中に ある

010.気 功 には あ る特 定 の病気

114夢 が現 実 に なるの は予知

0.783

0.02

0.693

0.773

0.650

0.788

0.703

0.641

0.657

0.672

0.676

0.772

0.574

0.583

0.644

0.601

0.703

0.592

0.600

0.603

0.532

0.653

022.受 験 時 に神社 にお参 りを

088.家 を建 て る前 の お は らい

017.星 占い で よい こ とが書 か

040.厄 年 の お は らい は した方

037.葬 式 か ら帰 って塩 で清 め

016.初 詣 に行 くと、 その年 に

081.結 婚 式 は大安 に した方 が

004星 占い を信 じて い る

030茶 柱 が立 つ とい い こ とが

018.墓 参 りにい か ない人 には

006.神 社 仏 閣の所 有物 を壊 し

024.縁 起 をかつ ぐ方 であ る

070.お 守 りや護符 には御 利益

100.霊 柩 車 をみ る と親 指 を隠

0.666

0.20

0.699

0.691

0.687

1・1:

0.616

0.685

0.650

0.643

0.700

0.607

0.675

0.517

以上、表7と 表8に 示す ように、いずれの項 目(Item)も 因子別の合計得点(Total)と の間に

高い相関が得 られた(超 常現象信奉 因子で最低値で0.572、 生活慣習因子で0.517)。 そのため、

項 目全体分析(IT分 析)か らも 「非合理現象信奉尺度(VER.1.0)」 を作成する際の候補項 目36

項目すべてが適格項目と判断された。

3-5.非 合理現象信奉尺度(VER.1.0)の 作成

以上、因子分析 ・上位下位分析(GP分 析)・ 項 目全体分析(IT分 析)を 経 て、36項 目を用い

た 「非合理現象信奉尺度(VER.1.0)」 を作成 した。実際 に作成 した 「非合 理現象信奉尺度

(VER.1.0)」 を、本論文の巻末に添付資料 として掲載する。
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4.非 合理現象信奉尺度(VER.1.0)の 信頼性 と妥当性の検討

4-1.信 頼性の検討

(1)ク ロンバ ックのα係数の算出

次に本尺度のα係数を算出 した。結果 を表9に 示す。二つの因子 とも高い値の α係数が得 られ、

本尺度の高い内的一貫性が確認 された。

表9.両 因子のα係数

超 常現 象信 奉 因子0.936

生 活慣 習 因子0.893

(2)再 テス ト法による検討

次に、再テス ト法 による検討を行 ってみた。調査期 日、被験者数等は表10に 示 した。

テス ト問隔は約1か 月間の35日 間である。

表10.再 テストの期日及び被験者

測定 テスト期日 男子回答者 女子回答者 性別不明 全体 平均年齢(標 準偏差)

第1回 目測 定1999年10月30日88名

第2回 目測 定1999年12月04日80名

245名

234名

0名333名

1名315名

19.09歳(1.10)

19.14歳(1.04)

な お 、 分 析 の対 象 と した の は、 表10に 示 した 回答 者 の うち 、 第1回 目お よ び 第2回 目測 定 と も

に 回 答 した270名 で あ る。

因 子 別 に第1回 目、 第2回 目 の 間 で平 均 尺 度 得 点(添 付 資 料 参 照)間 の ピア ソ ン の 相 関 係 数 を

求 め て み た 。 超 常 現 象 信 奉 尺 度 で は0.8379(tニ25.128,dfニ268,pく0.0001)、 生 活 慣 習 因子 で は

0.8872(t=31.476,df=268,p<0.0001)と 、 共 に有 意 に高 い 相 関 が 認 め られ た 。 再 テ ス ト法 に よ る検

討 か ら も本 尺 度 は安 定 性 ・一 貫 性 を もつ尺 度 と言 え る で あ ろ う。

4-2.妥 当性の検討

(1)日 本版 ・超 自然現象信奉尺度(中 島 ・佐藤 ・渡邊,1993)と の比較

次に、妥当性の検討の一つ として、中島 ・佐藤 ・渡邊(1993)に よる 「日本版 ・超 自然現象信

奉尺度」と本尺度 との関連を検討 した。「日本版 ・超自然現象信奉尺度」は、厂迷信因子(5項 目)」

「霊因子(5項 目)」 「超能力因子(5項 目)」 「超生命 ・超文明因子(5項 目)」 の計20項 目か らな

る尺度であ り、「そう思 う」か ら 「そう思わない」までの5段 階尺度 によって測定 される。本分

析の対象 になった被験者 は、男子学生88名 ・女子学生245名 の合計333名(平 均年齢19.09歳)

であり、調杢は1999年10月30日 に行われた。

両尺度問の相関係数を表11に 示す。
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表11.本 尺 度 と 「日本版 ・超 自然現 象信 奉 尺度 」 との相 関

日本版
超自然現象信奉尺度

超常現象信奉尺度
超常現象信奉因子 生活慣習因子

迷信因子
霊因子
超能力因子
超生命 ・超文明因子

0.480

0.776

0.794

0.660

0.766

0.544

0.374

0.317

本尺度 の超常現象信奉尺度 と 「日本版 ・超 自然現象信奉尺度」の迷信 因子の問では0.480程 度

の比較的低い相関しか見 られなかったが、他の 「霊因子」「超能力 因子」「超生命 ・超文明因子」

との間には、0.7前 後の比較的高い相関が認め られた。また、これとは逆に本尺度の生活慣習尺

度 と 「日本版 ・超 自然現象信奉尺度」の迷信因子の間では0.766と 比較的高い相関が見 られたが、

それ と比較すると他の3因 子 との間には比較的低い相関 しか見 られなかった。

本尺度の超常現象信奉尺度 には、「日本版 ・超 自然現象信奉尺度」で扱 われている霊 ・超能

力 ・超生命 ・超文明などに関連する項 目が含まれてお り、 また、本尺度の生活慣習因子に含 まれ

る項目と 「日本版 ・超 自然現象信奉尺度」の迷信因子 とは一部重なる部分があったため、こうし

た結果が得 られたのであろう。本尺度は 「日本版 ・超自然現象信奉尺度」の4因 子 とある程度対

応 した意見 ・態度を測定 している尺度 と言えよう。

(2)「不思議現象」体験 との関係

次 に、本尺度の妥当性の検討の一環 として、日常生活の中での実際の 「不思議現象」体験の有

無 と本尺度得点 との問の関連 を検討 してみた。この分析では、11項 目の 「不思議現象」体験の

有無に対 して 「はい」 「いいえ」の2件 法で回答 を求めた。質問 した 日常生活の中での 「不思議

現象」は表12に 示す項 目を使用 した。この部分の回答者は男子学生80名 ・女子学生234名 ・性

別不明1名 の計315名(平 均年齢19.14歳)で あ り、調査 は1999年12月4日 に実施 した。

また、表12に は、あわせてこうした 「不思議現象」体験 に対 して 厂はい」 と回答 した者の比

率(体 験率)を 示 した。なお、表12は 「不思議現象」の体験率の高かった順 に並べてある。

次 に、表12に 掲載 した11項 目に対 して 厂はい」 と回答 した項目数毎に被験者をまとめて、そ

れぞれの被験者群の非合理現象信奉尺度得点(標 準偏差)を 表13に 示 した。

超常現象信奉尺度でみると、6項 目と7項 目を合わせたグループを除 くと 「不思議現象」体験

で 「はい」 と回答 した項 目数が増加するにつれて、超常現象信奉尺度の平均得点が高 くなる傾向

がうかがえた。6項 目と7項 目を合わせたグループは合計3名 とその人数も少なかったので1グ ル
ープとみなし1要 因7水 準の分散分析 を行 った ところ

、超常現象信奉尺度得点問で有意差が認め

られた(F=4.29,df==6/307,P<0.01)。 そこでLSD法 によって多重比較 を行ってみた。多重比較結果

を表14に 示す。こうした 「不思議現象」の体験の無い回答者 と2項 目以上の不思議現象体験者 と

の間に超常現象信奉尺度得点の差が認められる傾向があると言えよう。

次に日常慣習尺度 を見ると、超常現象信奉尺度 と同様 に6項 目と7項 目を合わせたグループを

除 くと 「不思議現象」体験で 「はい」 と回答 した項 目数が増加するにつれて、 日常慣習尺度の平

均得点が高 くなる傾向が うかがえた。超常現象信奉尺度 の場合と同様 に1要 因7水 準の分散分析

を行ってみたが、 日常慣習尺度問では有意な差は認められなかった(F=152,df=6/307,ns)。
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表12.分 析に使用 した 「不思議現象」とその体験率

項 目 体験率

(6)予 知夢 を体験 した こ とが あ る。

(7)自 分 ある いは他 人の行 動 が予 言通 りだ った こ とを体 験 したこ とが あ る。

(4)よ く占いが 当た る とい う経 験 を した こ とが あ る。

(9)「 虫の知 らせ」 を体 験 した こ とが あ る。

(1)幽 霊(あ るい は幽霊 の よ うな もの)を 見 た こ とが あ る。

(3)UFOを 見 たこ とがあ る。

(5)霊 的 な力 に よる と しか考 え られ ない現象 を見 た(あ るい は体 験 した)こ とが ある。

(8)写 真 を撮 った ら心 霊 が写 っ てい た ことがあ る。

(2)超 能力 に よる と しか考 え られ ない 現象 を見 た(あ るい は体験 した)こ とが あ る。

(10)た た りあ るい は呪い に よ る被 害 を被 った ことが あ る。

(11)そ の他

1.'.

23.9%

22.0°lo

20.7°10

11.8°lo

8.3°lo

7.600

.・

3.2%

0.6%

・'.

表13.「 不思議現象」体験群別の平均尺度得点と標準偏差

「はい」と回答した
項目数群 人数

超常現象信奉尺度
平均尺度得点 標準偏差

日常慣習尺度
平均尺度得点 標準偏差

0

1

2

3

4

5

6+7

108

63

63

48

19

10

3

3.03

3.26

3.53

3.76

3.86

3.95

3.44

1.11

1.18

0.95

1・:

0.92

1.35

1.23

4.12

4.25

4.45

4.58

4.74

4.61

4.24

1.27

1.19

1.29

1.00

0.94

1.20

1.24

表14.超 常現象信奉尺度間のLSD法 による多重比較結果

「はい」と回答 した項目数群
1234 5 6+7

0

1

2

3

4

5

ns *

ns

*

*

ns

*

*

ns

ns

*

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

本表の縦軸も 「はい」と回答した項目数群

以上を総括 してみると、「不思議現象」体験が多いほど超常現象信奉尺度得点が高 くなる傾向

があ り、両者の関連が認め られたが、 日常慣習尺度得点 と 「不思議現象」体験の有無やその程度

とは無関係であることが示唆 された。本尺度 の妥当性 を示す ものと言えよう。

(3)性 差の検討

次に、非合理現象信奉尺度(VER.1.0)を 用いて、性差の分析を試みた。今回の分析 の対象に

なった被験者 は男子学生88名 ・女子学生245名 の計333名(平 均年齢19.09歳(標 準偏差1.10))

であ り、調査 は1999年10月30日 に行われた。結果を表15に 示す。
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表15.性 差 の比較 ・平 均値(標 準偏 差)・t値 な ど

男性 女性

平均得点(標 準偏差)平 均得点(標 準偏差)t値 自由度 有意確率

超常 現象 信 奉尺 度3.32(1.29)

日常 慣 習尺 度3.87(1.20)

3.53(1.04)
4.55(1.17)

1.398†130.07

4.657331

ns

o.0000

†印 はWelchのt検 定 を適 用

これまでの諸研究では、 こうした非合理現象信奉の程度には性差が認められる傾向があること、

女性の方がこうした傾向が高いことが指摘されて きた(例 えば、中島 ・佐藤 ・渡邊,1993な ど)。

本尺度で も日常慣習尺度で こうした傾向を確認することができた。

5.お わ りに 今後の課題

以上報告 した ように、筆者 らの作成 した36項 目か らなる 「非合理現象信奉尺度(VER.1.0)」

は、ある程度の信頼性 と妥当性 を持つ尺度と言ってよいであろう。また、本尺度は非合理現象信

奉の異 なる成分 をある程度弁別 して測定 しうる性能 を持つ尺度であることも示唆 された。今後、

大学生たちの非合理現象信奉の程度の継続的測定 を行いながら、彼 らの持つ非合理現象信奉傾向

と大学教育 との関係 についての検討を始めたい と考 えている。また、本尺度に関しても他の心理

尺度 との関係、 日常行動 との関係などの検討を含め、本尺度の妥当性の検討をさらに重ねていき

たい と考えている。

[謝辞]

本研究の前半部分 は、実質的には市川公子 ・市原久美子 ・内田雅己 ・小野龍田 ・勝村恵里 ・小

池映子 ・斎藤隆行 ・佐藤恵美子 ・高橋志保 ・田中秀明 ・鶴田まどか ・松本由香 ・山崎愛(以 上

1997年 度人間科学部心理学専修4年 生)・ 矢倉陽子(1997年 度大学院人間科学研究科臨床心理学

専攻1年)と の共同研究である。また、吉川延代(1997年 度大学院人間科学研究科臨床心理学専

攻1年)と 谷中眞紀(同1年)は 質問票の作成作業 と配布回収作業に参加 した。記 して謝意 を表

したい。

＼

参考 ・引用文 献

1)安 斎育 郎1995科 学 と非 科学 の 問:超 常現 象 の流行 と教 育 の役 割 か もが わ出版

2)安 斎育 郎1996人 は なぜ 騙 され るの か:非 科学 を科 学 す る 朝 日新 聞社

3)堀 洋道 ・山本 真理 子 ・松井 豊(編)1994心 理尺 度 フ ァイ ル:人 間 と社 会 を測 る 垣 内出版

4)菊 地聡 ・谷 口高士 ・宮 元博 章1995不 思議 現象 なぜ信 じるか こ ころの科 学入 門 北大 路書 房

5)中 島定彦 ・佐藤 達哉 ・渡邊 芳 之1992Tobacykの 「超 自然 現象 信奉 尺 度(ParanormalBeliefScale)」

につ いてJournaloftheJapanSkeptics.1,73-79.

6)中 島定彦 ・佐 藤達 哉 ・渡 邊 芳 之1993超 自然 現象 信奉 尺 度 の作 成JournaloftheJapanSkeptics.2,

69-79.

7)丹 治哲 雄 ・落合 信 仁 ・渡 辺 千歳 ・秋 山胖1991『 血 液型 性 格 学』 に関す る社会 心 理学 的研 究(1)

文 教大 学 越谷 キ ャ ンパ ス1年 生 の態 度測 定 を中心 に1991年 度 文教 大 学 生活 科学 研 究所 生 活科 学研 究

118



発表 会発 表用 資料

8)丹 治 哲 雄1996金 縛 り現象 に 関す る調査 研 究(1)大 学生 た ち は この現 象 を ど う とらえ てい るか

1996年 度 文教 大学 生活 科学研 究所 生 活科 学研 究発 表 会発 表用資 料

9)丹 治 哲雄1997非 合理 的 現象 信奉 に関 す る研 究(1)非 合 理 的現象 信奉 尺 度(試 作 版)の 作 成 と青

少 年 の非合 理 的現象 に対 す る態 度 測定1997年 度文 教大 学 生活科 学研 究 所生 活 科学 研 究発表 会発 表 用

資料

10)丹 治哲雄 ・青木 忠 明 ・斎 藤 隆行 ・吉永 由美 子 ・井 口紀 子 ・野 口謙 一1998非 合 理現 象信 奉 に 関す

る研 究(2)現 代 青少 年 の非 合 理現象 信 奉傾 向 ・権威 主義 的傾 向 ・不 安傾 向 につ い て1998年 度 文教 大

学 生活科 学研 究所 生活 科学研 究 発表 会発 表 用資料
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添付 資料

以 下 に示 す短 文 に対 す る あな たの 気持 ち に もっ と もあ て は まる数字 をマ ルで か こん で くだ さい。特 に

一般 的 な正 解 の よ うな もの はあ りませ ん ので
、 現在 のあ な たの気持 ち に もっ と も当 て は まる数字 を選 ん

で くだ さい。

一選 択肢 一

7.全 くそ うだ

6.

5.

4.ど ち らで もない

3.

2.

1.全 くそ うで は ない

【超 常現 象信 奉 尺度 】

01透 視 が で きる人 はい る。

02.念写 が で きる人 はい る と思 う。

03.気功 には ある特 定の病 気 に対 す る治癒 力が あ る。

04幽 霊 の存 在 を信 じてい る。

05.手 か ざ しに よる ヒー リング(霊 的 治療)を 信 じて い る。

06.イ タコな どに死 者 の霊が の りうつ る現 象 を信 じて い る。

07.幽体 離 脱 を経験 した人 はい る と思 う。

08幽 霊 を見 る こ との で きる人が い る と思 う。

09.ピ ラ ミッ ドには特別 なパ ワーが ある と思 う。

10.ス プー ン曲 げで有名 なユ リ ・ゲ ラー の超 能力 を信 じてい る。

11.ボル タ ーガ イス トは実 際 にあ る と思 う。

12超 能力 者 はい る と思 う。

13.ミス テ リーサ ー クル は宇 宙 人が作 った と信 じて い る。

14宇 宙 か ら高度 な文 明 を もった生命 体 が地 球 に来 てい る。

15.前世 の記憶 を持 つ 人 たち はい る と思 う。
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16.ナス カの地 上絵 は宇 宙 人が描 い た と思 う。

17超 能力 は 自分 の 中にあ るが 、開発 されて い ないだ けだ と思 う。

18.超常 現象 や オ カル ト現象 には大変 興味 を もってい る。

19.ツ タ ンカー メ ンの墳 墓 の調査 に関係 した人が 次 々 と早死 に した の はッ タ ンカー メ ンの呪 いの せ いだ と

思 う。

20.背後 霊 や守 護霊 は存在 す る と思 う。

21.人形 の髪 の 毛が伸 びる のは霊 的 な力 に よる ものだ と思 う。

22.夢 が現実 にな るの は予知 能力 の一 つ だ と思 う。

【生 活慣 習 尺度 】

01星 占い を信 じてい る。

02神 社仏 閣の所 有物 を壊 した ら、 たた りが起 きる と思 う。

03初 詣 に行 くと、 その 年 には良 い こ とが お きる と思 う。

04.星 占いで よい こ とが書 か れて い る と本 当 に よい ことがあ る よ うな気 が す る。

05.墓参 りにい か ない人 に は先 祖 のバ チが あ たる と思 う。

06.受験 時 に神 社 にお参 りをす るの はあた りまえ な ことだ と思 う。

07縁 起 をか つ ぐ方 であ る。

08.茶柱 が立 つ とい い こ とが あ る気 がす る。

09葬 式 か ら帰 って塩 で清 め ない と悪 い こ とが起 きそ うで不安 だ。

10.厄年 のお は らい は した方が い い と思 う。

11.お守 りや護 符 には御 利益 が あ る と思 う。

12.結婚式 は大 安 に した方 が いい と思 う。

13.家 を建 て る前 のお は らい は当 た り前 の こ とだ と思 う。

14霊 柩 車 を見 る と親 指 を隠 して しま う。

*実 施 時 には 両尺 度 を混 み に して ラ ン ダム に並 べ 替 え る とよい。 採 点 は下位 尺 度 ご とに合 計 し、 尺度 毎

に項 目数(超 常現 象信 奉尺 度22・ 生活 慣習 尺度14)で 除す る。両 尺度得 点 範 囲 は1～7点 にな る。

120


